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Report 2017 

EXHIBlJION 

2017年の活動概要
今年度の展ホは、 文学部学生を対象とした博物館学

芸員資格課程の]§物館実習I （学内実習）］の
で、 展示室全体の二分の一 面積を使った企圃展
得之の民俗版画と雪の民具」(2017年11月2 5日～2018年

3 月31日）を実施しにこの展示は、 館蔵資料の箱ぞ

りと雪の民具、 勝平得之の民俗版両作品、
仙台鉄道局発行パンフや絵はがき

前の東北の観光開発と東北イメ ー ジ
ある。 実習では、 前 年度に実習用教材とし

勝平得之の絵はがき資料の資料整理と台l帳整備、
撮影を行い、 展示を学生たちが企画して実施し

また、 歴史学科考古学分野の辻秀人ゼミナ ー ルの発
掘調壺の速報展示、 歴史学分野の菊池慶子ゼミナ ー ル
の古文書読解の内容をもとにした展ホ、 博物館実習I

の墨書人面十器の魅力再発見のための普及企画「イケ
l：キQ.J展をそれぞれ企圃し、 常設展示の展示替えを

行っ

「博物館実習 rn （実務実宵）」の一環では、 館園実習
ミニ企画展を企画し博物館実習生が企圃して実施し
た。

牡鹿半島 ・ 思い出広場実行委員会「復興．・創生期間
における津波被災地での文化創造活動事業」（文化庁補

・地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業）
し、 企画展「インディ ・ ジョ ー ンズ、 鮎川を往

<_j （2017年7月7日～8月7 [l 石巻市復興まちづく

り情報交流館牡鹿館）、特別展「描かれた神休島」(2017

年8月9 E-l~l5日 石巻市復興まちづくり情報交流館
牡脱館・2018年8月19H~9月28E-l 東北学院大学博

物館）、 企画展「おしかぐらし」(2017年11月15日 ～12

月25日 石巻市復興まちづくり情報交流館牡鹿館）、
企画展「Oh, Aikawa ! 博物学者アンドリュ ースが

みたr鮎川」］ （2018年 1 月26日 ～ 3 月26日 石巻市指

定文化財［旧観慶丸商店」2階展ポスペ ース）

博物館の実習室で展示の企画をする
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企画展「勝平得之展出展の作品」（東北学院大学博物館所蔵）
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特別展「描かれた神体島」 (2017年 8 月 9 日～15日 石巻市復興まちづく

り情報交流館牡鹿館・ 2018年 8 月19日～ 9 月28日 東北学院大学博物館）

一日本画家・平山郁夫が描いた「金華山の朝陽」 一

量翌疇桝!I 2017年

&9日（水）
►15日（火）

午前9時～午後5時

石巻市復興まちづくり情報交流館・。
牡鹿館（復興商店街•おしかのれん街向かい）
T98ら2523石巻丙鮎II浜湊illら5番地 Te!.()225·98·9950 

寧囀：i攀
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"’ 
2017年

&l9日（土）

9月28日（木）
午前9時30分～午後5時
欝薗囀禰東北学院大学博物館



企画展「Oh,Aikawa !博物学者アンドリュ ー スがみた「鮎川」」
(2018年1月26日～3月26日 石巻市指定文化財「旧観慶丸商店」2階展示スペース）

Oh,Atkawa! 
ンドリュ ー ス

Oh,Aikawa 
→博物学者アントT)ュースがみだ鮎川］

一

ア～JF9Jゥス茎I萱古魯9峯fil
（生活社．EH#『

ロイ ・ チャッブマン ・ アンドリュ ー ス(18邸～1q60)
は 、 アメリカ合衆国の著名な探検家・古生物学者てす。

本国て
・

は、 子ども向けの科学認みものや探検記の著者と
して知られ、 その活躍からハリウッド映画『インディ ・

ジョ ーンズ』ジ1ーズの主役、 インディアナ疇ジョ ーンズ
のモデルとも言われていますな

彼は、 日本と、門鮒乎島て鯨類の洞査を行いました。 その
後， 中央アジア探検隊を率いて、 ゴピ砂漠て恐竜の卵を発
見し、 その探検記てあるF蒙古狩撮行』は日本ても昭和16
年1こ翻訳出阪されていますc

調査の過程て撮影した写貝の屎版は、 ニュ ー ヨ ー クのア
メリカ自然史博物館に収蔵されています．

199綽にの鉢,,,.璽呆（アメリカ自竺史冑榊鰈積夷・m8刀・左m9•2m53を合成して作成）

Oh,Aikawa! 
噂物学者アンドリュ ースがみた 憎訓 1 」

濱厖jgHmtingWith知9A叫
Camm 0表祇919i6年刊行：

ゴピ砂滋でポーズをキメるアンド，}ュー ス

いまから10(坪酋、 アメリカ自然史博物館
の博物学者ロイ・チャップマン ・ アンド
リュ ー スは、 研究のために牡鹿半島の鋪鯨基
地＇鮎JIhに滞在しましにあのインディ ・

ジョ ー ンズのモデルのひとりとなった人物て
すC9

当時の東洋捕鯨株式会社の鮎JII事業所は、

世界ても最先端の設備をもっていました。 ア
ンドリュ ー スは、 鯨類の標本採集や解剖作業
の濁査だけてなく、 風景や人々のくらしも写
真て記録しました。 俎心枚をこえる100年前
の写真は、 明治三陸津波と昭和三陸津波の問
の時期の、 貴重な記餞となっています。

アンドリュ ー スは、 ＂砲とカメラて畜を追
ぅ』という探検記を出版し、 9鮎JII,を
•Aikm匹” と表記し、 多くのページを割い

て愛情をもって著しました。 “Aikmm” は、

石巻地方の訛りに近いのてはないてしょうか．

東北学院大学ては、 写真デー タの提供を受
け、 学生たちの手によって調査研究と整理作
業を行いましたね 石巻市復興まちづく｛｝情報
交流館・牡鹿館ての展示ては、 埠杜或のみなさ
んに閏書きを行い、 当時の風俗や捕鯨の状況
について理贄ば；深めました．

その成果は、 東北学院大学論集＂駁史と文
化』第55号に掲載され｀ 今回の展示はそれ
をもとにした騒示てす． 学術的な視点と、 学
生ならてはの目線とを織り交ぜて、 この写真
責料の面白さを惑じていただける内容となっ
ています。

ァンドリュ ー スがみた、 100'印恥の牡鹿半
，，，の人々の姿から、 三陸の海とのかかわりと
活気ある暮らしに思いを馳ゼていただければ
幸いてす。

東北学院大学博物館
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WORKSHOP 

仙台・宮城ミュ ー ジアムアライアンスとの関連
SMMA見験楽学ツアー 「向山から読み解<

“
仙台

”
」

2018年 5 月28日実施 大学博物館から愛宕神社周辺

この町歩きイベント し• sた

がら

読み解き、 ワ ー クショップを通しそれをHに見える形

する企画であった。 学芸員課程を履修している学生が

企画・準備をし、 そして当日の運営も行っ

当日は、 午後1時に東北学院大学博物館を出

愛宕大

と向かっ

4 I 東北学院大学 博物館年報2017

木々に囲まれた境内に到着し、 学生から霊屋橋、 仙台

東北学院大学旧宜教師館、 東北学院大学

本館の解説があり、 それを補う形で参加者の方がさら

に当時の出来事や実体験を含め話していただくなど雰

くりをした。 その後、 東北学院大学博物館に戻

と

冗に参加者一人 一人の思い出 るワ ー ク

ショッ た。



「ミュ ー ジアム ・ ユニバース2017」
2017年12月17 · 18日、 せんだい メデイアテ ー クにて

仙台•宮城ミュ ー ジアムアライアンス主催「ミュ ー ゼ

アム ・ ユニバ ー ス2017」が開催され、 東北学院大学博

物館は12月18日に出展した。

「体 験の 広 場」に は博物 館実 習I の 履修学 生 が

「ASOBIの達人 ビヨンド」として、子どもたちに楽し

んでもらえるような昔の遊びの体験メニュ ーを企画し
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た。 内容は、 古代中国の遊び「投壺」をアレンジした

「投壺うぉ ー ず」で、子どもたちが趣向を凝らした矢を

作成して競い合うというものであった。

「トー クとイベントの広場」では、民俗学実習の履修

学生による「日本画家 ・ 平山郁夫が描いた東北」を企

画し、晩年の平山郁夫が取り組んだ「奥の細道」シリ ー

ズと東北の聖地を紹介した。

f12.16 ［土］：翌ば 17 ［日］：図翌：
せんだいメディアテーク芯孟’スクエア 蘊

鷹
会
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芭
公
園
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PUBllCATION 

収蔵資料図録『コレミテ VOL.3』の作成
となる収蔵資料図録『コレミテ

した。 この収蔵品図録は、

なく、 資料紹介や見どころなどを解説する

ものとしてシリ ー ズ化している。 タイトルの

6 I 東北学院大学 博物館年報2017

歴史学、 民俗学、 展示のそれぞれ頭

レミテ VOL. 3」は、 勝平得之



のまなざし ー東北の

佐藤麻南

2017年夏、 宮城県東部に位骰する牡鹿半島鮎川浜で

企画展「描かれた神体島日本画家・平山郁夫が描い

た「金華山の朝陽」」展を開催した。 約20年前、「奥の

細道シリ ー ズ」の一つとして平山画伯は鮎川浜、 金華

山にスケッチ旅行に訪れ、 金華山から昇る朝陽を描い

た。 この企画展では平山郁夫美術館から作品、 平山郁

夫シルクロ ー ド美術館からスケッチブックをお借りし

て展示を行った。

企画展図録

瀬戸内海·しまなみ街道にある “郁夫ポイント”

「奥の細道」シリ ー ズで平山画伯は宮城県と山形県を

めぐっている。 山形県山形市宝珠山立石寺、 通称山寺

に始まり、 寒河江市にある慈恩寺、 鶴岡市湯殿山、 そ

して羽黒山、 宮城県塩釜市にある堕寵神社、 最後に宮

城県石巻市の金華山を訪れている。

ここからは約20年前、 平山画伯がたどった順番で

“郁夫ポイント
”

の紹介をしていきたいと思う。

“郁夫ポイント
”

（学芸研究員）

をたどる一

“郁夫ポイント
’

'をたどるきっかけとなったのは、平

山郁夫美術館のある瀬戸内海のしまなみ街道に、 平山

郁夫画伯がスケッチをしたポイントごとに石板が設置

されていたことである。 この石板をたどることで平山

画伯がスケッチした場所をまわれるようになってい

る。 このようなことから平山画伯がスケッチした場所

のことを
“

郁夫ポイント
”

と名付け、 実際にその場所

を訪れることで、 平山郁夫のまなざしから作品の意図

を探ることができるのではないかと考えた。
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平山画伯が「奥の細道」シリ ーズでスケッチをした場所
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立石寺の山山寺
宝珠山立石寺、 通称山寺と呼ばれるこの場所は、 天

し貞観2 (860)年、慈覚大師が清和犬皇の勅

うけて建立した。 山寺内特有の凝灰岩の岩肌には

まれ、 各所には洞窟、 岩かげには多数の木

製小隈五輪塔、 こけら経、 箭塔婆、 千体物、 小型板碑

などが納められており、 古くから庶民侶仰の山、 先相

の山として栄え、 この地方の多くの信仰を集め

平山画伯はこの地に平成8 (1996)年10月10日に訪

れている。 ふもとの根本中堂から奥之院までは1000段

以上ある階段を上らなければならない。 そんな山寺で

まず最初に描いたのは「根本中党」である。 国宝にも

されている根本中堂は立石寺という御山全体の寺

院の本堂にあたり、

山寺の風景

スケッチをしたと

と、根本中堂全体が入り、 さらに背景まで入れようと

ると、 かなり奥の方まで下がらないとすべて収める

ことはできないということが分かった。 信仰の中心に

ある本堂を、 まずは描きたかったことがうかがえる。

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館
「立石寺国宝根本中堂山寺山形」
スケッチと郁夫ポイント

ヽ

8 I 東北学院大学 博物館年報2017



山寺2つ目のスケッチは、 奥之院までの階段の途中

にある「姥堂」である。 姥堂とは、 ここから下は地獄、

ここからが上が極楽という浄士口で、 そばにある岩清

水で体を清め、 新しい着物に着替えて極楽に登り、 古

い衣服は堂内の奪衣婆に奉納するのである。 1つひと

つ石段を上ることによって欲望や汚れをi肖滅させ、 明

「立石寺姥堂山寺」

る＜正しい人間になろうというものだという。

ここのスケッチは、 普通は人が人らない石塔がた＜

さん並んでいるところから描かれている。 極楽と地獄

の境目となるこの場所は山寺のなかでキ ーとなると考

えたのだろうか。

スケッチと郁夫ポイント

次は9釈迦堂と開山堂」である。 姥堂からさらに階

段を上がっていくと見えてくるのが開山堂である。 奥

之院までのびる階段からは少し脇にそれたところにあ

る。 開山堂とは、 慈覚大師の御堂のことで、 その対岸

にあるのが釈迦堂である。 こちらは残念ながら行くこ

とができない。

スケッチと同じように写真を撮ろうと思うと、 立ち

人り禁止のところから撮らなければならない。 それに

欄十が映り込んでしまう。 開山堂は一部屋根が映って

いるのみである。 それでも平山画伯は釈迦堂を描きた

かったのだろうか。 しかしこのスケッチは素描作品に

はなっていない。

東北学院大学 博物館年報2017 I 9 
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「釈迦堂と開山堂立石寺山寺」
スケッチと郁夫ポイント

提供：平山郁夫シルクロ ー ド美術館

山寺のスケッチで素描作品になったのは、

を反対側から描いたものである。 スケッチをしたで

あろう場所は取材時、 立人禁止になっていた。 こ

所に立つとふもとの景色も視界に入るが、 平山画伯は

ふもとの観光地の風景や鉄道はあえて視界から外して

いる。 あくまで描きたかったのは仏教の聖地としての

山寺だったということがうかがえる。

「立石寺 山寺山形市」
スケッチと郁夫ポイント

提供：平山郁夫シルクロ ー ド美術館



輯寺 <-山形県寒那配

山寺でスケッチをしたその足で、 平山画伯は寒河江

市にある慈恩寺へ足を運んでいる。 慈恩寺は奈良時

代、 聖武天皇の勅命により建立された。 江戸時代に寺

領二万八千石は東北随ーであり、境内には本堂、山門、

薬師堂、 三重塔などが立ち並んでいる。 仏教信仰のあ

り方を知るうえで極めて重要であり、 平安・鎌倉の仏

像群は仏教美術の至宝として重要文化財の指定をうけ

ている。

立派な建造物が立ち並ぶなか、 平山画伯がスケッチ

の場所として選んだのは、 奥にひっそりと1乎む「宝蔵

院表門」であった。慈恩寺は三か院48坊からなる一山

組織の寺院であった。 宝蔵院はその一つであり、 門は

「慈恩寺宝蔵院表門」

スケッチと郁夫ポイント

慈恩寺本堂

室町時代の様式のとても古いものである。 そこにHを

向けた平山画伯は、 歴史に対する造詣が深かったこと

がうかがえる。

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館

東北学院大学 博物館年報2017 I 11 



翌日10月11日、 次は鶴岡市湯殿山へ訪れる。 出羽三

山（羽黒山、 月山、湯殿山）のひとつである湯殿山は、

明治時代までは神仏習合の権現を祀る修験道の山で

あ っ↑こ標高1504mc 月山に連なる丘陵で、 中腹に

「出羽三山奥の院」といわれる湯殿山神社がある。 湯殿

山のご神体は、 古くから「語るなかれ、 聞くなかれ」

とされ、 湯殿山で見聞きしてきたことは決して口外し

てはいけないとされている。『奥の細道』

も、「語らぬ湯殿にぬらす袂かな」と旬を詠むにとどめ

ている。 湯殿山では2か所でスケッチをし、 そのうち

一つが素描作品になっているく）

まず一 つめが「月山 湯殿山姥ヶ岳Jである。

から本宮までの途中にある梵字橋の上から描いたもの

「月山湯殿山姥ヶ岳」

スケッチと郁夫ポイント
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湯殿山烏居

と思われる。 雪渓で覆われているため確定はできない

が山の稜線がスケッチと近いように見える。

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館



そして湯殿山で素描作品になったのが「湯殿山仙人

岳」である。 これまでの
“

郁夫ポイント
”

から見て、

ご神体に近い位置で描いたのだろうと想定し、 湯殿山

神社を参拝したが、 それらしいところはなかった。 出

羽の古道「六十里越街道」沿いに仙人岳を描いたポイ

ントがあるものと思われるが特定には至らなかった。

「湯殿山仙人岳」

スケッチと郁夫ポイント（絵はがき）

「六十里越街道」は日本海側庄内地方と内陸を結び1200

年前に開かれたと伝えられている。 多くの行者や旅人

が行き交い、 沿道には今も時代の名残をとどめ、 多く

の史跡が残っている。 湯殿山では写真撮影も禁止され

ていたため、 平山画伯もあえて遠くから描いたのかも

しれない。

提供：平山郁夫シルクロ ー ド美術館
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湯殿山へ立ち寄った後、 平山画伯は羽黒山へも足を

運んでいる。 羽黒山は約1400年前、 崇峻天皇の皇子で

ある能除仙が開いたとされている。 会津や平泉となら

び東北の仏教文化の中心にあった羽黒山。 そのため数

多くの文化財があり、 平山圃伯も描いた五重塔は国宝

されている湯殿山や月山は冬期の参拝や祭典

を行うことができないため、 三山の祭典はすべて羽黒

山山頂にある三神合祭殿で行われる勺 古くは本殿、 本

本社などとも称され、 羽黒修験の根本道場でも

り口の杉並木の中にた

も指定され東北最古の塔とも言われるc

平山圃伯は羽黒山の定番を描いたのであろう。

14 ! 東北学院大学 博物館年報2017

「羽黒山神社五重塔山形」

スケッチと郁夫ポイント

羽黒山神社三神合祭殿

提供：平山郁夫シルクロ ー ド美術館



.... 

羽黒山もうひとつのスケッチは羽黒山神社の参道を

描いたものである。 五重塔から本殿へと上がる参道の

途中でスケッチをしている。 現在同じ場所に立ってみ

ると、「国宝羽黒山五重塔Jという看板が見えるのだ

が、 スケッチには描かれていない。 平山画伯がスケッ

チをした当時はまだ看板がなかったのか。

「羽黒山神社参道」
提供：平山郁夫シルクロー ド美術館

スケッチと郁夫ポイント
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塵竃神社 一宮城県塩釜市一

山形ヘスケッチ旅行に訪れてから約半年後、 今度は

宮城県にスケッチ旅行に来ている。 最初に訪れたのが

宮城県塩釜市にある堕寵神社である。 臆鼈神社は古く

から東北鎮護・陸奥国一之宮として、 朝廷をはじめ庶

民の崇敬を集めてきた。 3つの本殿で構成される特殊

な構造となっている。 平成14 (2002)年12月に本殿、

拝殿、 唐門、 回廊、 楼門など14棟と鳥居1基が国の重

要文化財に指定された。 唐門を入り、 正面に左右宮が

あり、 左右宮の右手に別宮がある。 別宮には、 主祭神

である竪土老翁神（しおつちお じのかみ）が祀られて

いる。 別宮の別とは、 特別な社という意味であり、 塩

の神、 安産の神として庶民の1言仰を集めたという。

平山画伯は平成9 ( 1997)年5月 1日に訪れている。

ここでは2ヶ所でスケッチをし、 うち 1つが素描作品

となっている。

まずlつめが「堕寵神社 唐門」である。 鞭寵神社は

三本殿で構成される特殊な構造であるが、 三本殿を一

度に描けるポイントはない。 そこで三本殿の入り口で

「藍竃神社唐門」

スケッチと郁夫ポイント

16 I 東北学院大学 博物館年報2017

應竃神社本殿

ある唐門を描いたのだろうか。 取材時は文化財修理が

施されてお り、 現在は鮮やかなうるしの色が復元され

ている。

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館



� 

素描作品となったのが「謄寵神社本殿奥州 ー ノ宮J

とする本殿を描いた作品である。 この作品からは平山

画伯の本殿に対する強いこだわりを見ることができ

る。 本殿は｛言仰の中心にあるが、 鞭寵神社では本殿を

見られる場所は別宮の脇しかない。 このスケッチは別

宮の上から描かれたものと思われるが、 それでもきち

んと見えない。 そのため、 平山l貞i伯は実際の視点より

も若干高く描いたのであろう。

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館
「應竃神社本殿奥州一之宮宮城県」
スケッチと郁夫ポイント
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金華山 一宮城県石巻市一

「奥の細道」シリ ー ズ最後となるのが宮城県石巻市牡

鹿半島の先にある金華山である。 平山画伯は堕寵神社

を訪れたその足で平成9 (1997)年5月1日、 2日に

牡鹿半島・金華山へも訪れている。 金華山は宮城県東

部に位置する牡鹿半島の東南端にあり、 古代より海上

交通や漁業の重要な目印となってきた。

弁財天を守護神と し、 弁財天の使者である蛇（巳）は

神使と して竜神信仰とあわせて毎年5月の初巳大祭に

は、 初巳大祭本祭や神輿渡御が行われる。 また、 古く

より金華山講が組織され、 宮城県内だけでなく、 隣県

にも金華山信仰が深く根付いている。 さらに3年続け

て参詣すると一生お金に困らないという言い伝えもあ

り、 現在でも多くの参詣客が金華山を訪れる。

平山画伯が牡鹿半島に来てまず描いたのが、 御番所

公園から見える網地島・ 田代島である。 地域の人たち

金華山

がいつも見ている風景を夕日とともに描いた。 し かし

仏教の聖地としては作品として取り上げられなかった。

ふ9硲

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館
「南三陸国定公園御番所公園網地島田代島」
スケッチと郁夫ポイント
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ちょうよう

その次の日の早朝に描いたのが「金華山の朝陽Jで

ある。 御番所公園は金華山の対岸にあり、 金華山の奥

から昇る朝陽をスケッチブック数ペ ー ジにわた り、 少

しずつ太陽が昇る様子を時間の経過とと もにスケッチ

をした。 平山画伯は松尾芭蕉が『奥の細道』で「こ が

ね花咲」と詠んだこ とからインスピレ ー ションを受け、

「金華山の朝賜」

金華山後方から黄金色に輝く朝陽を描いたのであろ

う。 この時期日の出は午前4時半頃であり、 とても寒

かったのか近くにスト ー ブを置き、 厚手のコ ー トを着

てスケッチしている様子が映像に残っている。 ちなみ

に地元の人に よると5月はガスがかかりやすく、 作品

のようにきれいに朝陽が見えることは滅多にないとい う 。

提供：平山郁夫シルクロ ー ド美術館

スケッチと郁夫ポイント
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金華山から昇る朝陽を描いた後は、 実際に金華山へ

行き、 黄金山神社の本殿を描いている。 ここでも平山

画伯の本殿を描くことの強いこだわりが感じられる。

本殿を描くには、 参詣客は普通入らないところまで同

り込まなければならない。 それなのにわざわざ奥へ回

り込んでまで本殿を描いている。 また平山画伯がス

ケッチ旅行で訪れてから約20年が経過した今、 本殿の

周りの木々が生い茂りスケッチと1司じ光景は見ること

ができない。

「金華山黄金山神社本殿」
スケッチと郁夫ポイント

提供：平山郁夫シルクロー ド美術館

おわりに

平山画伯は、 神社の本殿やご神体が存在する場所な

ど信仰の中心を表す「場所」にこだわって描いている。

また、 聖地の歴史や由緒などの要素を現在の風景を通

じて描こうとしており、 歴史に対する造詣の深さが感

じられる。 さらに寺社の歴史において、 一番華やか

だった時代を描こうとしている。 特に金華山や慈恩寺

20 I 東北学院大学 博物館年報2017

からそのことがうかがえる。

今回、 2017年に開催した企画展「描かれた神体島 一

日本画家・平山郁夫が描いた「金華山の朝陽J」を受け

て、 取材したものをまとめた。 スケッチブックの掲載

にあたっては、 平山郁夫シルクロ ー ド美術館から提供

いただいた。



--

...._ 

「文化財レスキュ ー展「描かれた神体島」 一週間で1,200人あまりが来場」
2017年 8 月 9日から15日までの7日間、 石巻市・鮎

川の石巻市復興まちづくり情報交流館・牡鹿館におい

て、 企画展 「描かれた神体島一日本画家・平山郁夫が

描いた「金華山の朝陽」」展が開催されました。 この企

画は震災の年から、 文化財レスキュ ー 「牡鹿半島・思

い出広場 」 としてこの時期に毎年開催されている展示

会で、 今回で15回目となります。

今回の「描かれた神休島 一日本圃家・平山郁夫が描

いた「金華山の朝陽」」展は、20年前平山郁夫画伯が

「奥の細道 」シリ ー ズとして、松尾芭蕉の歩いた道をた

どりながら東北の風景を描きました。 そのシリ ー ズの

一つとして平山郁夫画伯は牡鹿半島を訪れ、「金華山

の朝陽」「金華山 黄金山神社本殿」の二つの作品を残

しています。 今回、 平山郁夫美術館、 平山郁夫シルク

ロ ー ド美術館より金華山の素描作品2点、 スケッチ

ブックをお借りし、 実現しました。 その他にも、 地元

の方が撮った、 平山画伯の 鮎川でのスケッチの様子を

写した写真や当時の様子を伝えるドキュメンタリ 一 番

組などを展示し、 平山画伯が訪れた当時の様子を伝え

ています。

展示に向けて、 文学部歴史学科の民俗学専攻の学生

で図録の製作をし、 図録の構成からデザイン、 編集に

至るまで学生たちで行いました。 図録では珍しい縦書

きにしたり、「和」の感じを出したり、 作品はペ ー ジ

いっぱいに掲載し色味も忠実に出るようになど工夫を

しました。

また図録のために金華山へ行き、 約20年前平山画伯

が訪れた場所は現在どのようになっているのかなど取

材にも行きました。 完成した図録はとても好評で多く

の方に手に取ってもらうことができました。

会期中は天気に恵まれず雨続きでしたが、 7日間で

来場者は1200人を越え地元の方、 お盆で帰省した方々

など多くの人に企画展を見ていただくことができまし

た。 改めまして感謝申し上げます。

石巻市復興まちづくり情報交流館・牡鹿館での企画

展終了後は、 会場を東北学院大学博物館に移し、2017

年9月28日（木）まで同企画展「描かれた神体島 一日

本画家・平山郁夫が描いた「金華山の朝陽」」を開催し

ました。

企画展「描かれた神体島～日本画家・平山郁夫が描いた「金華山の朝賜」」展の様子
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屋
か
ら
窓
越
し
に
写
真
を

撮
ら
せ
て
も
らっ
た
り、
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
た
ん
だ

よ。
（
笑）

「
ち
な
み
に
そ
の
時
っ
て
ぷ蕊
井
さ
ん
た
ち
以
外
に
も
平
山

さ
ん
を
見
に
来
て
た
方
は
い
らっ
し
ゃっ
た
ん
で
す
か
？」

「
御
番
所
公
園
展
望
台
の
管
理
人
を
し
て
い
た
籐
村
さ
んっ

て
人
か
ら。」

おしか御番所公園展望台（インタビュ一時概影）

鹿
JI
さ
ん

（
奥
さ
ん）

鹿
JI
さ
ん

鹿
JI
さ
ん

学

生

鹿
井
さ
ん

（
奥
さ
ん）

鹿
井
さ
ん

学

生

鹿
井
さ
ん

学

生

鹿
井
さ
ん

「
い
や‘一
般
の
人
は
僕
ら
だ
け
だ
っ
た
ね、
だ
か
ら
四
人（
藤

村
さ
ん
含
め）
で
建
物
の
中
か
ら
ス
ケ
ソ
チ
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
覗
い
て
た
の。」

「
そ
う
そ
う、
あ
と
は
平
山
さ
ん
の
付
き
人
か
二
人
と、
テ
レ
ビ

局（
冒
頭
の
番
組）
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
三
人
ぐ
ら
い
し
か
そ
の
場

に
は
居
な
かっ
た
な。」

戸
ち
ら
か
と
い
う
と、
お
忍
び
の
よ
う
な
惑
じ
だっ
た
ん
で

し
ょ
う
か
？」

「
私
た
ち
が
行っ
た
と
き
は、
そ
ん
な
感
じ
だっ
た
ね。」

「
藤
村
さ
ん
も
私
た
ち
に
し
か、
連
絡
し
て
な
かっ
た
み
た
い
た

か
ら
ね。」

「
そ
う
だっ
た
ん
で
す
ね。
平
山
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
の
時
濶、

そ
こ
で
ス
ケッ
チ
さ
れ
て
た
と
か
わ
か
り
ま
す
か
？」

「
そ
う
そ
うC
だ
か
ら
そ
の
R
に
私
た
ち
は、
平
山
さ
ん
が
帰っ

「
私
た
ち
も
結
局一
時
間
く
ら
い
し
か
い
な
かっ
た
か
ら
ね。

う
1
ん、
そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
い
な。

「
え
？
鹿
井
さ
ん
方
だ
け
だっ
た
ん
で
す
か
？」

学

生

鹿
井
さ
ん

学

生

「
多
分
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
な。

鹿井さん宅にてインタビュ一時の様子

た
と
思っ
て
い
た
ん
だ
よ。
そ
し
た
ら、
後
々
さっ
き
の
番
組
を

見
て、
次
の
日
も
鮎
川
に
残っ
て、
金
華
山
も
描
い
て
いっ
た
こ

と
を
知っ
た
ん
だ
よ，
てっ
き
り、
網
地
島
の
夕
方
の
風
穀
だ

け
だ
と
思っ
て
い
た
か
ら
驚
い
た
ね。」

「
な
る
ほ
ど。
じ
や
あ
平
山
さ
ん
は
網
地
島
の
風
鼓
を
描
い
た

次
の
日
に【
金
華
山
の
朝
陽】
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
い
か
れ
た

ん
で
す
ね。」

「
な
る
ほ
ど。
貰
里
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た1.」

イ
ン
タ
ピュ
ー
後、
鹿
井
さ
ん
夫
婦
と
緒
に、
平
山
郁
夫
が
実
際
に
ス
ケ）
チ

し
て
い
た「
お
し
か
御
番
所
公
園」
に
行
き
ま
し
た。
当
時
の
展
望
台
は
震
災

後
に
取
り
壊
さ
れ、
形
は
変
わっ
て
い
ま
し
た。

ま
た、
平
山
郁
夫
が
文立
華
山
の
朝
陽」
の
ス
ケ
）
チ
時
に
使
用
し
て
い
た
ロ

グ
ハ
ウ
ス
は、
現
在
で
は
取
り
壊
さ
れ、
そ
の
い
く
つ
か
の
跡
地
は
ウッ
ド
テ
ノ
キ

に
変
わっ
て
い
ま
し
た。

＇

「
お
し
か
御
番
所
公
園」
は、
金
華
山
や
網
地
島、
牡
鹿
半
局
を
函二
で
き
る

娯
観
に
なっ
て
お
り、
実
際
に
訪
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て、
平
山
郁
大
が
当
時
ス

ケッ
チ
し
て
い
た
際
の、
様
子
を
鮮
明
に
思
い
浮
かべ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。
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実績 RESULT 

東北学院大学博物館入館者数一覧門貫は前年比 施設見学の中 ・ 高校一覧
月 開館日数 有料入館者数 無料入館者数 小計 鵬肋もの延べ人敬 学校 名 月 日 人数

4 24 2 116 118 12,068 1 仙台高校2 年生 4 月27日（木） 100 

5 24 17 166 183 12,251 2 志津川中学校2 年生 5 月11日（木） 5 

6 26 28 442 470 12,721 3 相馬高校1 年生 6 月 1 日（木） 80 

7 25 16 186 202 12,923 
4 九里学園高校 6 月 9 日（金） 12 

8 20 8 35 43 12,966 
5 北上翻南高校 6 月13日（火） 35 

， 23 20 204 
6 亘理高校1 年生 7 月10日（月） 42 

224 13,190 

10 26 
7 福島成験高校1 年生 7 月13日（木） 40 

6 254 260 13,450 8 岩出山高校l 年生 7 月13日（木） 21 
11 24 14 83 97 13,547 

， 新庄東高校1, 2年生 7 月14日（金） 54 
12 22 5 113 118 13,665 10 向山高校 7 月27日（木） 4 

1 23 7 3 10 13,675 11 保原高校2 年生 8 月 4 日（金） 23 

2 20 11 14 25 13,700 12 会津北嶺高校2 年生 9 月 7 日（木） 80 

3 20 5 87 92 13,792 13 郡山女子大学附属高校2年生 9 月13日（水） 90 

277 139 1, 703 1,842 
14 向山高校 9 月13日（水） 3 

合計
(-5) (-1) (-190) (-191) 15 築館高校1 年生 10月18日（水） 18 

16 花巻東高校 10月25日（水） 55 

無料開館日入館者数
17 神町中学校2 年生 10月25日（水） 43 

18 広瀬高校1 年生 11月 2 日（木） 42 

1 創立記念日 5 月15日 （月） 0 名 19 最上中学校3 年生 11月 9 日（木） 16 

2 学部オ ープンキャンパス 6 月24日 （土） 226名(- 9 ) 20 八向中学校3 年生 11月10日（金） 20 

3 大学祭 10月13日（金）～15日(B) 124名(-13) 21 山本学園高校 11月20日（月） 10 

4 東北文化の日 10月28日 （土） 5 名 22 村田高校 12月 8 日（金） 18 

5 冬のオープンキャンパス 12月 2 日 （土） 19 名 23 松島高校 12月11日（月） 42 

6 公開クリスマス 12月15日 （金） 1 名
24 山形学院蘭校 12月11日（月） 22 

7 卒業式 3 月26日 （月） 0 名
(+3) 875名 (� 261) 

授業等での博物館利用人数
月 授業 人数 研究会 人数 資料整理 人数 利用回数 総人数

4 5 80 5 80 

5 6 67 6 67 

6 10 144 10 144 

7 3 44 3 44 

8 ゜ ゜
゜ ゜

， 10 126 10 126 

10 10 150 10 150 

11 12 131 12 131 

12 6 56 6 56 

1 4 55 
4 55 

2 ゜ ゜
゜ ゜

3 ゜ ゜
゜ ゜

計
66 853 

゜ ゜ ゜ 66 853 

(+ 1) (+ 119) 
゜

団体見学
1. 6月5 日（月）

せんだい豊齢学園

2 . 6月16日（ 金）
保原高校父母

3. 12月7 日（木）
豊齢学園

4. 3月30日（金）
学都仙台バスツア ー

見学者数

47名

25名

12名

名
名

4
8

 

6
4
 
ー
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Re2ort 2017 

東北学院大学博物館運営委員会の開催

東北学院大学栂物館運営委員会は、 第一回を平成29

年5月25日（木） （5号館第4会議室）、 第二回を平成

29年11月16日（木）（5号館第3会議室）に開催した。

第一回委員会の議題は、 平成29年度事業計画（案）

について•平成29年度学芸研究員採用（案）について ・

平成29年度無料開館日（案）について等であった。 第

二回委員会の議題は、 平成30年度事業計画（案）につ

いて •平成30年度予算（案）について等であった。

職員紹介

館 長 辻 秀人

学 芸 貝 加藤 幸治

事 務職員 及川 純一

嘱託職員 土岐山 武

学芸研究員 遠藤 健悟

佐籐 由浩

相川ひとみ

鈴木 春菜

真柄 侑

佐籐耕太郎

佐藤 匠

鈴木 舞香

交通案内

24 I 東北学院大学 博物館年報2017

平成29年度博物館運営委員会委員名簿

博物館長 辻 秀人（文学部歴史学科教授）

文 学 部長 村野井 仁（文学部英文学科教授）

学務部長 加藤 健二（教養学部人間科学科教授）

図書館長 佐藤 義則（文学部歴史学科教授）

総務部長 菊地 祐一

歴史学科長 楠 義彦（文学部歴史学科教授）

経 済 学 部 仁昌寺正一 （ 経済学部経済学科教授）

工 学 部 櫻井 一弥（工学部環境建設工学科教授）

教 養 学 部 津上 誠（教養学部言語文化学科教授）

文学部歴史学科教授

文学部歴史学科教授

研究機関事務課係長

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士後期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士箭期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士前期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻t尊士前期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士前期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士前期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士前期課程

大学院文学研究科 アジア文化史専攻博士前期課程

●地下鉄「五橋駅」下車、

愛宕上杉通を南方向に徒歩5分
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施設概要

東北学院大学槽物館は、 50年の歴史を持つ文学部歴

史学科の調壺研究の最前線を一 般に紹介するととも

に、 博物館学芸員養成の舞台として2009年にオー プン

した。 杜の都仙台のメインストリ ートのひとつ愛宕上

杉通りに面しており、 市民に親しまれる大学博物館を

目指している。

展示の最大の特色は、 教員と学生が寝食をともにし

て行うフィ ールドワ ー クや、 実物資料を扱いながら歴

史を読み解く講読などで明らかになった内容を、 学生

たちの手で展示していることである。 解説パネルやパ

ンフレットはもちろん、 企画の構成や資料の展ホにい

たるまで、 すべての主役は大学生である。 考古遺物か

ら、 民具、 中槻史の板碑、 近世の古文書、 民俗芸能や

祭の映像記録など、 展ホされている資料はどれも学生

たちの驚きと発見の賜物である。

墨書人面士器とおしらさまは、 東北学院大学t島物館

が所蔵している東北の名品である。 墨書人面土器は、

士器の外面に人の顔が描かれたもので、 古代の人々が

械れを載う目的で水辺に流したものと考えられてい

る。 本資料は、 そのなかでも端整なつくりであり、 高

校の日本史の参考図書にも掲載されたことがある。 出

t地の市川橋遺跡は、 律令同家による東北支配の拠点

である国府多賀城跡の南面に広がる遣跡である。

民俗資料の名品であるおしらさまは、 家の神、 蚕の

神、農業の神、馬の神として信仰されてきた祭具だが、

当館が収蔵するおしらさまは、 民間宗教者でオガミサ

マと呼ばれる巫女が祭具として携帯したものとされて

いる。 本資料は、 岩手県ー 関巾川崎町の大乗寺に保管

されていた二体一対のおしらさまで、慶長11年(1606)

の紀年銘の入った大変古いものである。

ホンモノに触れることでしかできない学びから、

学生たちは自らの研究テ ー マを見出していく。 こう

した東北地方の歴史研究の資料を展示するとともに、

東日本大震災の文化財レスキュ ー 活動にも積極的に

取り組み、 大学博物館として学生の学びの場を提供

している。

郵便番号：980-8511
住 所：宮城県仙台市肖菜区上樋ー 」· g 3- 1 
霞話番号：022-264-6920 FAX: 022-264-6917 
休館 日：日曜日、 祝日・休日、 大学の定める休業H
開館時間：午前9時30分～午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料：一般200円（減免措置あり）

※学校法人東北学院の役員・教職貴 ・ 学生•生徒 ・ 園児・旧役
員・ 1日教職貴は無料。 大学同窓生は、 ホームカミング・デー

等の館長が定める行事日は無粒。 未就学児、 小学校 、 中学校 、

高等学校 、 中等教育学校もしくは高等専門学校の児童、 生従

又は学生、 65歳以上の方、 障害者基本法に定める障害者と介

護者l名は無料。

平成29年度 (2017) 東北学院大学博物館年報 vol. 9 

編 集 東北学院大学博物館

発行日 平成31 年 3 月31 日

印 刷 株式会社ユーメディア
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TOHOKU GAKUIN 

UNIVERSITY 

東北学院大学博物館
〒980-8511 宮城県仙台市青葉区土樋一丁目3-1

TEL 022-264-6920 FAX 022-264-6917 

東北学院大学博物館
Tohoku Gakuin University Museum 

Tohoku Gakuin University Museum 2017 




